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鎌
倉
時
代
に
築
か
れ
た
上
三
川
城
を
中
心
に
、

上
三
川
が
発
展
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宇
都
宮
氏
の
南
の
要
と
し
て
築
か
れ
た

こ
の
城
の
周
り
に
は
、
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、

土
塁
や
堀
が
巡
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

現
在
残
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

本
丸
は
上
三
川
城
址
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
周

り
を
巡
っ
て
い
た
堀
や
土
塁
の
様
子
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

上
三
川
城
の
城
内
や
隣
接
し
た
地
域
に
は
、
家

臣
た
ち
の
家
な
ど
の
ほ
か
、
神
社
や
寺
な
ど
が
作

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
こ
の
地
域
に
は
、
寺

社
仏
閣
が
多
い
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
上
三
川

城
が
機
能
し
て
い
た
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代

に
起
源
を
持
つ
も
の
で
す
。

城
址
公
園
に
ほ
ど
近
い
善
応
寺
は
、
1
3
2
0
年

に
、上
三
川
城
主
横
田
貞
朝
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
、

横
田
氏
の
菩
提
寺
で
す
。本
尊
の
釈
迦
如
来
坐
像
は
、

鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
西
約
200
m
に
位

置
す
る
普
門
寺
は
、
樹
齢
300
年
を
数
え
る
イ
チ
ョ
ウ

で
有
名
で
す
が
、
1
4
7
3
年
に
上
三
川
城
主
横
田

綱
俊
の
子
綱
親
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
北
300
ｍ
に
位
置
す
る
白
鷺
神
社
は
、
上
三
川
城

が
築
城
さ
れ
た
こ
ろ
の
1
2
5
0
年
に
、
初
代
城
主

横
田
頼
業
が
、
宇
都
宮
の
二
荒
山
神
社
の
御
祭
神
を

上
三
川
城
の
名
残
を
訪
ね
て
（
上
三
川
）

一
緒
に
祀
り
土
産
神
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
東
150
ｍ
に
位
置
す
る
長
泉
寺
は
、
1
5
0
4
年
に

上
三
川
城
主
の
今
泉
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
創
建
さ

れ
、
1
5
9
7
年
の
上
三
川
城
落
城
の
際
に
は
、
一

族
や
家
臣
が
最
後
を
迎
え
た
場
所
と
も
伝
え
ら
れ
ま

す
。
本
尊
は
鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
た
十
一
面
観
音
で
、

境
内
に
は
樹
齢
が
500
年
を
数
え
る
コ
ウ
ヤ
マ
キ
が
あ

り
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
上
三
川

の
中
心
部
の
1
㎞
四
方
に
満
た
な
い
範
囲
に
位
置

し
、
歩
い
て
散
策
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
中
世

の
上
三
川
の
雰
囲
気
を
今
に
伝
え
る
、
こ
れ
ら
の
文

化
財
に
、皆
さ
ん
も
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

孫
の
雛
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こ
の
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